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は
じ
め
に

　

信
仰
の
対
象
で
あ
り
、
芸
術
の
源
泉
と
し
て
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
富
士
山
。
そ

の
顕
著
な
普
遍
的
価
値
は
、
二
五
件
の
構
成
資
産
に
基
づ
い
て
証
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一

つ
で
あ
る
「
富
士
山
域
」
に
は
、
山
頂
の
信
仰
遺
跡
群
や
北
口
本
宮
冨
士
浅
間
神
社
、
西
湖
、

精
進
湖
、
本
栖
湖
に
加
え
、
山
頂
に
至
る
四
つ
の
登
山
道
が
構
成
要
素
と
し
て
含
ま
れ
て
い

る
。

　

そ
の
四
つ
の
登
山
道
と
は
、
北
麓
に
位
置
す
る
北
口
本
宮
冨
士
浅
間
神
社
を
起
点
と
し
、

山
頂
の
東
部
へ
と
達
す
る
吉
田
口
登
山
道
、
東
麓
に
位
置
す
る
冨
士
浅
間
神
社
を
起
点
と

し
、
八
合
目
に
お
い
て
吉
田
口
登
山
道
と
合
流
し
、
山
頂
の
東
部
へ
と
達
す
る
須
走
口
登
山

道
、
南
東
麓
に
位
置
す
る
須
山
浅
間
神
社
を
起
点
と
し
、
山
頂
の
南
東
部
へ
と
達
す
る
須
山

口
登
山
道
（
現
在
の
御
殿
場
口
登
山
道
）、
そ
し
て
、
南
西
麓
の
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
を

起
点
と
し
、
村
山
浅
間
神
社
（
村
山
興
法
寺
）
を
経
由
し
て
山
頂
南
側
へ
と
達
す
る
大
宮
・

村
山
口
登
山
道
（
現
在
の
富
士
宮
口
登
山
道
）
で
あ
る
。

　

構
成
要
素
と
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
登
山
道
は
、
異
な
る
歴
史
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の

展
開
を
見
せ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
登
山
者
を
集
め
て
き
た
。
そ
の
中

に
は
、
自
ら
の
登
山
の
記
録
を
登
山
記
と
し
て
残
し
た
人
々
が
い
る
。
特
に
、
近
世
期
の
登

山
記
は
、
現
在
よ
り
も
は
る
か
に
多
く
の
人
々
が
、
富
士
山
を
神
仏
が
居
処
す
る
場
所
と
し

て
捉
え
て
い
た
時
代
の
も
の
で
あ
り
、
彼
ら
が
実
際
に
山
中
で
何
を
見
て
、
何
を
感
じ
て
い

た
の
か
と
い
う
こ
と
を
現
在
の
私
た
ち
が
知
る
貴
重
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

し
か
し
、
近
世
記
の
登
山
記
に
は
、
前
述
の
四
つ
の
登
山
道
に
よ
っ
て
そ
の
数
に
大
き
な

違
い
が
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
一
八
世
紀
後
半
に
は
、
江
戸
を
中
心
と
す
る
富
士
講
の
信
者

が
増
加
し
、
他
の
登
山
道
の
合
計
数
に
も
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
多
く
の
登
山
者
が
吉
田
口
登
山

道
を
経
て
山
頂
を
目
指
す
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
須
走
口
登
山
道
に
つ
い
て
は
、
宝
永
四
年

（
一
七
〇
七
）
の
宝
永
噴
火
に
よ
り
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
も
の
の
、
幕
府
の
支
援
の
も

と
早
期
に
復
興
し
た
こ
と
に
加
え
、
富
士
講
の
巡
礼
路
に
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、
吉
田

口
に
次
い
で
多
く
の
登
山
者
が
利
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
１
）
。
結
果
と
し
て
、
こ
れ
ら
の

登
山
道
を
利
用
し
た
登
山
者
の
登
山
記
が
多
く
残
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

一
方
で
、
須
山
口
登
山
道
に
つ
い
て
は
、
須
走
口
と
同
様
に
宝
永
噴
火
に
よ
り
壊
滅
的
な

被
害
を
受
け
、
復
興
ま
で
長
い
期
間
を
要
し
た
。
さ
ら
に
、
大
宮
・
村
山
口
登
山
道
に
つ
い

て
は
、
中
世
か
ら
登
山
道
の
管
理
を
お
こ
な
っ
て
き
た
中
腹
の
村
山
興
法
寺
の
修
験
者
の
活

動
が
一
八
世
紀
に
は
か
な
り
衰
退
し
、
登
山
者
が
減
少
し
て
い
た
（
２
）
。
そ
の
結
果
、
こ
れ

ら
の
登
山
道
を
利
用
し
た
登
山
記
の
数
は
、
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

　

こ
の
差
異
は
、
各
登
山
道
の
登
山
記
に
対
す
る
研
究
成
果
の
蓄
積
と
い
う
意
味
で
も
大
き

な
違
い
と
な
っ
て
現
れ
て
お
り
、
近
世
の
富
士
登
山
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
吉
田
口
や
須
走

口
か
ら
の
分
析
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
も
と
、
富
士
山
か
ぐ
や
姫
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

１
周
年
を
記
念
し
て
開
催
し
た
「
富
士
登
山
列
伝
〜
頂
に
挑
む
と
い
う
こ
と
」
展
（
会
期
：

平
成
二
九
年
六
月
三
日
〜
八
月
二
七
日
）
に
お
い
て
、
富
士
市
立
富
士
文
庫
に
て
所
蔵
さ
れ

て
い
る
大
宮
・
村
山
口
登
山
道
の
登
山
記
二
点
（『
不
尽
嶽
志
・
東
游
日
歴
・
北
行
日
譜
』・

『
富
嶽
行
記
』）
を
紹
介
し
た
。
展
示
で
は
、
そ
の
登
山
内
容
の
詳
細
を
紹
介
す
る
こ
と
が
叶

わ
な
か
っ
た
た
め
、
本
稿
で
は
、
大
宮
・
村
山
口
登
山
道
の
歴
史
的
変
遷
を
概
観
す
る
と
と

も
に
、
上
記
登
山
記
の
書
誌
情
報
を
及
び
こ
れ
ら
の
登
山
記
に
記
さ
れ
た
富
士
登
山
の
様
子

を
紹
介
し
た
い
。

登
山
記
に
見
る
近
世
の
富
士
山
大
宮
・
村
山
口
登
山
道

井
上 

卓
哉
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一
　
大
宮
・
村
山
口
登
山
道
の
歴
史
的
変
遷

　

富
士
山
の
南
麓
か
ら
の
登
山
は
、
富
士
上
人
と
も
称
さ
れ
た
平
安
時
代
末
期
の
修
験
者
、

末
代
（
一
一
〇
四
〜
不
明
）
が
発
端
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
末
代
は
、
富
士
山
へ
登
山
し
、
山

頂
に
大
日
寺
を
建
立
し
、
さ
ら
に
は
一
切
経
を
鳥
羽
上
皇
か
ら
受
領
し
た
う
え
で
（
３
）
、
富

士
山
頂
へ
と
そ
れ
を
奉
納
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
ま
た
、『
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
』に
よ
れ
ば
、

富
士
山
の
麓
、
村
山
の
地
に
伽
藍
を
営
み
、
自
ら
の
肉
身
を
そ
こ
に
納
め
、
大
棟
梁
と
号
し

た
と
あ
る
（
４
）
。
こ
の
伽
藍
が
い
わ
ゆ
る
村
山
興
法
寺
で
あ
り
、
末
代
の
偉
業
を
追
っ
て
富

士
山
中
で
修
行
す
る
人
々
（
村
山
修
験
）
の
活
動
拠
点
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
鎌
倉
時
代
に
は
正
別
当
頼
尊
な
る
人
物
が
、
富
士
山
で
の
修
行
を
富
士
行
と
し

て
確
立
し
、
村
山
の
修
験
者
た
ち
を
組
織
化
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
（
５
）
。
そ
し
て
、
戦
国

時
代
に
は
、
村
山
修
験
は
今
川
氏
の
庇
護
を
受
け
、
そ
の
活
動
範
囲
は
富
士
山
を
離
れ
て
各

地
へ
と
広
が
っ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　

さ
ら
に
、
江
戸
時
代
に
は
、
村
山
か
ら
各
地
に
先
達
が
免
許
さ
れ
、
先
達
の
免
許
を
得
た

修
験
者
た
ち
は
、
先
達
所
と
呼
ば
れ
る
担
当
地
域
の
人
々
を
引
導
し
て
富
士
山
へ
の
参
詣
に

訪
れ
た
。
ま
た
、
村
山
の
修
験
者
達
は
各
地
を
檀
廻
し
て
富
士
山
に
対
す
る
信
仰
を
広
め
、

富
士
山
へ
の
参
詣
を
勧
め
た
と
さ
れ
る
（
６
）
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
宝
永
の
噴
火
や
、
江
戸
の
富
士
講
の
隆
盛
な
ど
に
よ
り
、
一
八
世
紀
に

は
村
山
修
験
の
活
動
は
衰
退
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
そ
の
ス
ピ
ー
ド
は
か
な
り
急
速
で

あ
っ
た
よ
う
で
、
文
化
一
三
年
（
一
八
一
六
）
か
ら
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
に
か
け
て
新

庄
道
雄
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
駿
河
国
の
地
誌
で
あ
る
『
駿
河
国
新
風
土
記
』
に
は
、
江

戸
時
代
初
頭
に
は
六
〇
〇
軒
あ
ま
り
あ
っ
た
村
山
の
民
家
の
戸
数
が
、
一
八
世
紀
中
頃
に
は

六
〇
か
ら
七
〇
軒
、
そ
し
て
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
に
は
わ
ず
か
二
軒
と
な
っ
て
い
た
と

い
う
（
７
）
。

　

な
お
、
新
庄
道
雄
は
『
駿
河
国
新
風
土
記
』
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
、
実
際
に
大
宮
・

村
山
口
登
山
道
を
利
用
し
て
富
士
登
山
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
そ
の
際
の
記
録
が
『
駿
河
国

新
風
土
記
』
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
記
述
は
緻
密
で
、
近
世
期
に
お
け
る
大
宮
・
村
山

口
登
山
道
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
文
献
と
し
て
、
先
行
研
究
に
お
い
て
、
数
多
く
参

照
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
一
九
世
紀
に
入
る
と
か
な
り
衰
退
し
た
村
山
で
は
あ
る
が
、
修
験
者
の
活
動
は

行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
幕
末
に
お
い
て
は
、
丹
後
国
宮
津
藩
第
六
代
藩
主
の
本
庄
宗
秀
や
、

駐
日
英
国
特
命
全
権
大
使
、
ラ
ザ
フ
ォ
ー
ド
・
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
一
行
の
登
山
の
際
に
は
、
村

山
の
修
験
者
が
道
中
の
案
内
を
し
た
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
（
８
）
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
明
治
初
期
の
神
仏
分
離
政
策
と
修
験
道
禁
止
令
に
よ
り
、
村
山
修
験
の

活
動
は
致
命
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
。
さ
ら
に
、
明
治
三
九
年
に
村
山
を
経

由
し
な
い
、
大
宮
新
道
が
開
発
さ
れ
、
末
代
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
と
さ
れ
る
大
宮
・
村
山
口

登
山
道
の
利
用
は
大
き
く
そ
の
姿
を
変
え
る
こ
と
と
な
る
。

二
　
登
山
記
の
解
題

①
不
尽
嶽
志
・
東
游
日
歴
・
北
行
日
譜

　

所
蔵
：
富
士
市
立
富
士
文
庫

　

著
者
：
羽
倉
簡
堂
（
一
七
九
〇
〜
一
八
六
二
）

　

成
立
：
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）　

篠
田
懋
手
校

　

書
誌
情
報

　
　

法
量
：
縦
二
四
・
八
セ
ン
チ　

横
一
一
・
四
セ
ン
チ

　
　

丁
数
：
三
七
丁

　
　

表
紙
：
原
装
砥
粉
色
無
地　

　
　

外
題
：
左
肩
直
書
墨
書
「
不
盡
嶽
志　

完
」

　
　

前
付
：
目
録
あ
り　

不
盡
嶽
志
所
収
の
三
九
項
目
を
記
載　

　
　

本
文
冒
頭
：

　
　
　

不
盡
嶽
志
「
不
盡
嶽
志
／
簡
堂
羽
倉
則
著
／
不
盡
嶽
／
岳
有
数
名
通
號
富
士
・
・
」

　
　
　

東
游
日
歴
「
東
游
日
歴
／
文
政
丁
亥
七
月
七
日
戒
北
行
前
夕
天
陰
欲
雨
・
・
・
」

　
　
　

北
行
日
譜
「
北
行
日
譜
／
己
丑
九
月
四
日
首
途
過
清
見
寺
寺
依
山
臨
海
・
・
・
」

　
　

本
文
の
構
成
：
無
辺
無
界　

九
行
二
〇
字　

漢
文　

句
点
あ
り　

　
　

後
付
：
な
し 

(4)
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刊
記
・
奥
書
：
本
文
末
に
朱
書
「
天
保
戊
戌
仲
夏
念
四
日
篠
田
懋
手
校
」

　
内
容

　

著
者
の
羽
倉
簡
堂
は
、
幕
府
役
人
で
各
地
の
代
官
を
務
め
た
父
権
九
郎
秘
救
の
大
阪
時
代

に
生
ま
れ
る
。
一
九
歳
の
時
に
父
と
死
別
し
、
越
後
脇
之
町
代
官
に
就
任
し
、
以
後
、
各
地

の
代
官
を
歴
任
す
る
。
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
に
遠
江
中
泉
代
官
、文
政
六
年
（
一
八
二
三
）

に
駿
河
遠
江
信
濃
支
配
・
駿
府
御
蔵
方
と
し
て
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
ま
で
駿
府
に
在

勤
し
た
（
９
）
。

　

本
書
は
駿
府
滞
在
中
の
著
作
で
、
不
尽
嶽
志
・
東
游
日
歴
・
北
行
日
譜
の
三
部
構
成
と
な
っ

て
い
る
。

　

ま
ず
、
不
盡
嶽
志
は
富
士
山
中
や
富
士
山
周
辺
の
名
所
な
ど
を
三
九
項
目
取
り
上
げ
、
解

説
し
た
地
誌
で
あ
る
。

　

次
に
、
東
游
日
歴
は
文
政
一
〇
年
（
一
八
二
七
）
七
月
七
日
か
ら
七
月
一
九
日
（
現
在
の

暦
で
八
月
二
八
日
か
ら
九
月
九
日
）
に
か
け
て
実
施
し
た
富
士
登
山
（
登
山
は
大
宮
・
村
山

口
登
山
道
、下
山
は
須
走
口
登
山
道
を
利
用
）
や
伊
豆
方
面
を
巡
っ
た
際
の
紀
行
文
で
あ
る
。

な
お
、
詳
細
な
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
図
１
（
巻
頭
図
版
２
）
及
び
表
１
に
示
し
た
。

　

最
後
に
、
北
行
日
譜
は
、
文
政
一
二
年
（
一
八
二
九
）
九
月
四
日
か
ら
九
月
二
六
日
（
現

在
の
暦
で
一
〇
月
一
日
か
ら
一
〇
月
二
三
日
）
に
か
け
て
、
富
士
山
の
東
か
ら
甲
斐
国
に
入

り
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
信
濃
方
面
へ
と
足
を
伸
ば
し
た
際
の
紀
行
文
で
あ
る
。

　

上
記
三
部
は
そ
れ
ぞ
れ
漢
文
で
記
さ
れ
、
難
解
な
部
分
も
あ
る
が
、
全
体
的
に
簡
潔
に
ま

と
め
ら
れ
お
り
、
簡
堂
の
冷
静
な
観
察
眼
が
窺
え
る
。
一
方
で
、
東
游
日
歴
・
北
行
日
譜
の

中
に
は
、
温
泉
地
に
数
日
間
滞
在
し
、
一
日
何
回
も
温
泉
に
入
っ
た
こ
と
や
各
地
の
名
産
に

舌
鼓
を
う
つ
様
子
が
記
さ
れ
て
お
り
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
旅
で
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

さ
て
、
本
書
で
あ
る
が
、
本
文
末
に
朱
書
で
「
天
保
戊
戌
仲
夏
念
四
日
篠
田
懋
手
校
」
と

記
さ
れ
て
お
り
、
篠
田
懋
な
る
人
物
が
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
本
書
の
同
時

代
の
写
本
と
し
て
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
所
蔵
本
が
あ
る
が
（
請
求
番
号
Ｘ
０
３
５
４
‐

０
０
１
）、不
尽
嶽
志
・
東
游
日
歴
・
北
行
日
譜
に
加
え
て
、駿
府
の
地
誌
で
あ
る
「
駿
河
府
志
」

が
所
収
さ
れ
て
い
る
点
で
、
富
士
文
庫
本
と
異
な
る
。

　

さ
ら
に
、
駿
河
府
志
を
陞
崧
録
、
北
行
日
譜
を
環
崧
録
、
駿
河
府
志
を
駿
城
記
と
改
題
し

て
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）

に
発
行
さ
れ
た
刊
本
も
存
在
す

る
。
た
だ
し
、
写
本
と
刊
本
の

内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
も
の

の
、
両
者
の
間
に
は
細
か
い
差

異
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
異

な
る
正
本
を
用
い
た
の
か
、
刊

本
発
行
の
際
に
正
本
あ
る
い
は

写
本
を
改
訂
し
た
の
か
に
つ
い

て
は
、
今
後
検
討
す
る
必
要
が

あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
写
本
及
び

刊
本
に
つ
い
て
分
析
し
た
先
行

研
究
は
、
管
見
の
限
り
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
本
書
に
つ
い
て
は
、

デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
富
士
市
立
中

央
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
国
文

学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
写
本
・

刊
本
、
信
州
大
学
所
蔵
の
刊
本

も
そ
れ
ぞ
れ
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ

た
も
の
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
富
士
山
の
登
山
記
で

あ
る
東
游
日
歴
に
つ
い
て
は
、

本
稿
末
に
全
文
の
画
像
と
意
訳

を
掲
載
し
た
。
意
訳
に
つ
い
て

は
不
十
分
な
箇
所
も
あ
る
た

め
、
御
意
見
・
御
指
摘
を
い
た

(5)

月日 出発地 主な経由地 目的地（宿泊地）旧暦 新暦
7 月 7 日 8 月 28 日 駿府 下吉田・薩埵峠・蒲原・富士川・岩本 大宮
7 月 8 日 8 月 29 日 大宮 富士山本宮浅間大社・万野原・大石寺・白糸の滝・上井出・狩宿 大宮
7 月 9 日 8 月 30 日 大宮 村山・馬返し・笹垢離 一之木戸（大日堂）

7 月 10 日 8 月 31 日 一之木戸 三合目室・五合目室・六合目室 山頂
7 月 11 日 9 月 1 日 山頂 雷岩・金明水・薬師室・九合目室・六合目室・一合目小屋・馬返 須走（西寿院）
7 月 12 日 9 月 2 日 須走 茱萸沢・神山村・深良村・佐野 三島
7 月 13 日 9 月 3 日 三島 三嶋大社・柿田川・大庭村・韮山・北條村・修善寺 修善寺
7 月 14 日 9 月 4 日 終日修善寺に滞在 修善寺
7 月 15 日 9 月 5 日 終日修善寺に滞在 修善寺
7 月 16 日 9 月 6 日 終日修善寺に滞在 修善寺
7 月 17 日 9 月 7 日 修善寺 午後修善寺を出発 古奈
7 月 18 日 9 月 8 日 古奈 沼津城・原・松蔭寺・柏原・須津沼・雄度港（吉原湊） 吉原
7 月 19 日 9 月 9 日 吉原 薩埵峠・清見寺・江尻・下吉田 駿府

表 1　羽倉簡堂『東游日歴』（文政 10 年・1827）の行程一覧
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(6)

だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

②
富
嶽
行
記

　

所
蔵
：
富
士
市
立
富
士
文
庫

　

著
者
：
原
徳
斎
（
一
八
〇
〇
〜
一
八
七
〇
）

　

成
立
：
文
政
一
一
年
（
一
八
二
八
）　

自
筆

　

書
誌
情
報

　
　

法
量
：
縦
二
四
・
〇
セ
ン
チ　

横
一
六
・
〇
セ
ン
チ

　
　

丁
数
：
二
六
丁

　
　

表
紙
：
改
装
朽
葉
色
無
地　

　
　

外
題
：
左
肩
題
簽
に
墨
書
「
富
嶽
行
記　

全
」

　
　

前
付
：
題
詞
あ
り　

左
肩
に
直
書
墨
書
「
冨
嶽
行
記　

全
」

　
　

本
文
冒
頭
：「
行
李
の
友
／
萬
事
無
心
一
釣
竿
と
ハ
漁
物
の
楽
な
り
・
・
・
」

　
　

本
文
の
構
成
：
無
辺
無
界　

一
一
行
二
七
字
程
度　

か
な
交
じ
り
文　

句
点
な
し　

　
　

後
付
：
本
文
に
続
い
て
に
原
昌
識
（
徳
斎
の
子
）
に
よ
る
跋
文
（
自
筆
）
あ
り

　
　

刊
記
・
奥
書
：
本
文
末
に
「
干
時
文
政
十
一
子
年
六
月
日
徳
斎
主
人
自
記
」

　

内
容

　

著
者
の
原
徳
斎
は
江
戸
時
代
後
期
の
儒
学
者
。
志
賀
理
斎
の
子
。
幕
府
の
修
史
事
業
に
携

わ
り
、
著
名
な
儒
学
者
を
ま
と
め
た
『
先
晢
叢
談
』
の
筆
者
と
し
て
知
ら
れ
る
原
念
斎
の
養

子
と
な
り
、
本
人
も
幕
府
に
仕
え
る
（
10
）
。

　

本
書
は
、
文
政
一
一
年
（
一
八
二
八
）
の
五
月
二
四
日
か
ら
六
月
一
二
日
（
現
在
の
暦
で

七
月
五
日
か
ら
七
月
二
三
日
）
に
か
け
て
、
徳
斎
の
母
（
念
斎
の
妻
）
と
徳
斎
の
友
人
二
人

の
四
人
で
諸
国
を
巡
っ
た
際
の
紀
行
文
で
あ
る
。
そ
の
ル
ー
ト
は
図
１
（
巻
頭
図
版
２
）
と

表
２
に
示
し
た
よ
う
に
、
江
戸
か
ら
甲
府
に
向
か
い
、
鰍
沢
か
ら
富
士
川
を
下
っ
て
万
沢
経

由
で
大
宮
へ
と
入
り
、
大
宮
・
村
山
口
登
山
道
で
富
士
山
に
登
る
。
そ
し
て
、
同
じ
ル
ー
ト

で
下
山
し
、
東
海
道
で
江
戸
へ
と
帰
っ
て
い
る
。

　

道
中
で
見
聞
し
た
こ
と
を
詳
細
に
記
す
ほ
か
、
各
地
の
風
俗
や
名
所
旧
跡
、
風
景
美
に
つ

い
て
の
見
解
を
述
べ
て
お
り
、
当
時
の
状
況
が
良
く
わ
か
る
紀
行
文
で
あ
る
。

月日
出発地 主な経由地

目的地

（宿泊地）
宿旧暦 新暦

5 月 24 日 7 月 5 日 自邸 高井戸・布田 石原 鶴屋
5 月 25 日 7 月 6 日 石原 府中・日野・八王子 河原宿 吉澤屋
5 月 26 日 7 月 7 日 河原宿 大戸・安内・高尾山・小仏峠・小原 与瀬 京屋
5 月 27 日 7 月 8 日 与瀬 吉野・関野・上野原・鶴川・野田尻・上鳥沢 猿橋 杉田家
5 月 28 日 7 月 9 日 猿橋 駒橋・大月・花咲・白野・黒野田・鶴瀬 猿橋 仲屋
5 月 29 日 7 月 10 日 猿橋 鶴瀬・天目山・勝沼 栗原 湯嶋屋
5 月 30 日 7 月 11 日 栗原 石和・甲府・布施 鰍沢 てらこや

6 月 1 日 7 月 12 日 鰍沢 身延山 南部 杉田家
6 月 2 日 7 月 13 日 南部 万澤 大宮 松葉屋

6 月 3 日 7 月 14 日 大宮
村山・札打・横根・権現坂・長坂・中宮八幡宮・馬返し・女人堂・新小屋・

大樅・笹垢離

小室大日

6 月 4 日 7 月 15 日 小室大日 胸突坂・富士山頂 村山 宿坊
6 月 5 日 7 月 16 日 村山 宮内村・重須・本門寺・上井出・白糸の滝・狩宿・中井出 大宮 松葉屋
6 月 6 日 7 月 17 日 大宮 久沢・暑原・曽我八幡宮・曽我寺・吉原 沼津 あら井屋
6 月 7 日 7 月 18 日 沼津 三島・箱根 小田原 葛井屋
6 月 8 日 7 月 19 日 小田原 大磯・平塚・四ッ屋 藤沢 だんご屋
6 月 9 日 7 月 20 日 藤沢 江ノ島 鎌倉 小池屋

6 月 10 日 7 月 21 日 鎌倉 葉山・秋谷・和田 三崎 須関屋
6 月 11 日 7 月 22 日 三崎 浦賀・大津・金沢・保土ヶ谷 神奈川 羽根沢屋
6 月 12 日 7 月 23 日 神奈川 川崎・品川・日本橋・根岸 自邸

表 2　原徳斎『富嶽行記』（文政 11 年・1828）の行程一覧



紀　要

74

(7)

　

な
お
、
本
書
は
徳
斎
の
自
筆
と
考
え
ら
れ
る
。
写
本
に
つ
い
て
は
、『
富
士
詣
行
李
の

友
』
の
題
名
で
、
国
立
国
会
図
書
館
へ
と
収
蔵
さ
れ
て
い
る
（
請
求
番
号
：
和
古
書
・
漢
籍

１
０
９-

６
０
）。

　

ま
た
、
本
書
に
つ
い
て
は
、
富
士
宮
市
の
郷
土
史
家
、
遠
藤
秀
夫
氏
が
『
あ
し
な
か
』
第

一
一
七
輯
に
て
全
文
の
読
み
下
し
を
紹
介
し
て
い
る
（
11
）

ほ
か
、
富
士
山
周
辺
部
分
に
つ

い
て
は
、『
富
士
宮
市
史
』
で
詳
細
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
（
12
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
富

士
山
の
大
宮
・
村
山
口
登
山
道
の
登
山
記
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
文
献
で
は
な
い
た

め
、
改
め
て
解
読
を
試
み
る
と
と
も
に
、
上
記
文
献
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
本
稿
末
に
て
紹

介
を
試
み
た
。

　
　三

　
富
士
登
山
の
記
録

・
大
宮
か
ら
村
山

①
東
游
日
歴

　

七
月
七
日
早
朝
、
駿
府
を
出
発
し
た
簡
堂
は
東
海
道
を
東
に
進
み
、
午
後
四
時
頃
に
は
富

士
川
を
渡
り
、左
に
折
れ
て
岩
本
村
を
経
由
し
て
大
宮
に
入
っ
た
。
簡
堂
は
、大
宮
は
賑
わ
っ

て
お
り
、
商
売
が
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

　

翌
八
日
の
早
朝
、簡
堂
は
浅
間
宮
（
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
）
に
参
拝
し
て
い
る
。
ま
た
、

社
殿
脇
の
池
（
湧
玉
池
）
に
つ
い
て
、
深
さ
は
三
、四
尺
（
九
〇
セ
ン
チ
か
ら
一
二
〇
セ
ン

チ
程
度
）
で
あ
り
、
登
山
者
は
池
の
中
で
水
を
浴
び
、
垢
離
を
取
る
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
ま

た
、
池
が
南
方
に
流
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
か
か
る
橋
（
神
幸
橋
）
の
下
に
は
、
鰧
魚
（
魚
種

は
不
明
）
が
た
く
さ
ん
い
た
と
述
べ
る
。
さ
ら
に
は
、
社
殿
の
北
の
老
杉
に
つ
い
て
も
言
及

し
て
お
り
、
そ
の
杉
の
ウ
ロ
に
は
蛇
が
た
く
さ
ん
お
り
、『
甲
陽
軍
鑑
』
に
登
場
す
る
煙
を

吐
く
と
い
う
杉
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
双
山
風
穴
（
万
野
風
穴
か
）、
万
野
原
、
大
石
寺
、
白
糸
の
滝
、
上
井
出
、
狩

宿
の
下
馬
桜
、
曽
我
兄
弟
の
祠
、
虎
御
前
の
祠
を
巡
り
、
大
宮
へ
と
戻
っ
て
い
る
。

　

翌
九
日
の
朝
、
村
山
に
向
け
て
大
宮
を
出
発
し
、
村
山
に
到
着
後
、
村
山
三
坊
の
一
つ
、

大
鏡
坊
で
休
息
を
と
る
。
そ
の
際
、
村
山
の
戸
数
は
三
、四
戸
で
凋
落
し
た
様
子
を
述
べ
て

い
る
。

②
富
嶽
行
記

　

鰍
沢
か
ら
富
士
川
を
下
り
、
六
月
二
日
に
万
沢
を
経
由
し
て
大
宮
に
入
っ
た
徳
斎
一
行

は
、
大
宮
の
松
葉
屋
に
宿
を
と
る
。
翌
三
日
に
、「
け
ふ
は
主
人
の
世
話
に
て
当
所
大
宮
の

富
士
宿
坊
に
て
切
手
を
取
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
、
い
わ
ゆ
る
山
役
銭
（
入
山
料
）

を
支
払
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

一
行
は
大
宮
で
案
内
の
男
を
雇
い
、
村
山
へ
向
け
て
出
発
す
る
。
村
山
で
は
、
村
山
三
坊

の
一
つ
、
大
鏡
坊
に
入
り
、
院
の
主
人
と
登
山
の
事
を
談
じ
た
。
そ
の
際
、
院
の
主
人
は
、

北
口
（
吉
田
口
）
と
比
べ
て
こ
の
口
（
大
宮
・
村
山
口
）
は
道
が
険
し
く
、
こ
の
年
は
ま
だ

登
山
し
た
者
が
い
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
道
も
去
年
も
ま
ま
で
、
山
を
登
る
に
は
道

を
伐
り
造
る
必
要
が
あ
り
、
登
山
の
許
可
は
与
え
ら
れ
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

　

そ
れ
で
も
諦
め
き
れ
な
か
っ
た
一
行
は
、
色
々
と
問
い
合
わ
せ
た
結
果
、
強
力
を
連
れ
て

登
山
す
る
こ
と
で
一
応
の
決
着
を
見
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
徳
斎
と
友
人
二
人
は
、
村

山
で
垢
離
を
取
り
、
昼
食
後
に
出
発
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

・
村
山
か
ら
小
室
大
日
堂

①
東
游
日
歴

　

村
山
大
鏡
坊
で
の
休
息
後
、
簡
堂
は
人
を
雇
い
、
村
山
を
出
発
し
た
。
馬
返
（
中
宮
八
幡

堂
）
ま
で
の
道
中
は
霧
に
囲
ま
れ
、
詳
細
な
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。
馬
返
に
は
、
婦
女
の
登

山
を
禁
じ
る
札
が
あ
る
と
記
し
て
お
り
、
こ
こ
で
昼
食
を
取
っ
て
い
る
。
馬
返
か
ら
笹
垢
離

ま
で
の
二
里
の
間
は
鬱
蒼
と
し
た
森
林
が
広
が
っ
て
お
り
、
良
材
が
あ
る
が
、
道
が
険
し
く

運
搬
が
不
便
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　

役
行
者
の
祠
が
あ
る
笹
垢
離
か
ら
半
里
ほ
ど
で
一
ノ
木
戸
（
小
室
大
日
堂
）
に
至
る
。
こ

こ
が
一
合
目
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
山
頂
ま
で
の
一
五
三
町
（
約
一
六
・
七
㎞
）
の
間
が
十
合

に
分
か
れ
て
お
り
、
各
合
目
に
室
が
あ
る
と
す
る
。
一
ノ
木
戸
に
到
着
し
た
の
は
午
後
四
時

頃
で
、
こ
こ
で
宿
を
取
る
こ
と
に
す
る
が
、
室
の
中
に
は
多
く
の
先
客
が
あ
り
、
簡
堂
は
室

近
く
の
大
日
堂
に
宿
泊
し
た
よ
う
で
あ
る
。
大
日
堂
の
中
に
は
、
灯
が
一
つ
か
け
ら
れ
て
お

り
、
三
体
の
仏
像
が
祀
ら
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。



４-（３）登山記に見る近世の富士山大宮・村山口登山道（井上）

73

(8)

②
富
嶽
行
記

　

六
月
三
日
の
昼
過
ぎ
に
村
山
を
出
発
し
た
一
行
は
、
札
打
、
横
根
、
権
現
坂
、
長
坂
、
中

宮
八
幡
宮
、
御
馬
返
し
、
女
人
堂
、
新
小
屋
、
大
樅
、
笹
垢
離
不
動
尊
、
小
室
大
日
と
進
ん

だ
。
そ
し
て
、
こ
の
行
程
の
う
ち
、
村
山
か
ら
五
里
の
間
は
、
樹
木
が
生
い
茂
る
場
所
で
あ

り
、
そ
の
境
が
小
室
大
日
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
徳
斎
の
母
は
、
駕
籠
で

女
人
堂
ま
で
同
行
し
、
そ
こ
で
男
性
陣
と
別
れ
て
、
村
山
へ
と
戻
っ
て
い
る
。

　

日
暮
れ
に
小
室
大
日
に
到
着
し
た
一
行
は
、
小
室
大
日
の
堂
舎
の
下
に
あ
る
小
さ
な
家
で

宿
を
取
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
日
こ
こ
で
宿
泊
す
る
の
は
、
徳
斎
一
行
三
人
と
強
力
の
四
人

の
み
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
、
強
力
は
小
屋
の
周
り
か
ら
枯
木
を
集
め
た
。
そ
し
て
そ
れ
を
炉

に
く
べ
て
炉
の
周
り
で
座
っ
て
夜
を
過
ご
し
た
と
あ
る
。
し
か
し
、
寒
さ
は
厳
し
く
、
ま
る

で
一
一
月
頃
の
冷
気
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

さ
ら
に
、
徳
斎
は
、
強
力
か
ら
の
指
示
事
項
と
し
て
、
排
泄
物
の
処
理
方
法
に
つ
い
て
も
、

「
夜
中
も
し
両
便
の
催
し
あ
る
時
分
、
家
外
に
て
空
地
に
出
た
る
。
懐
中
紙
を
地
に
敷
き
た

る
。
そ
の
上
に
用
を
な
す
。
直
に
地
上
を
汚
す
こ
と
を
忌
む
。」
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、

強
力
の
話
に
よ
る
と
、
小
室
大
日
堂
の
周
辺
に
は
、「
鼻
高
様
」（
遠
藤
秀
夫
氏
は
天
狗
と
す

る
）
と
い
う
も
の
が
多
く
出
る
怪
し
い
場
所
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

・
小
室
大
日
堂
か
ら
山
頂

①
東
游
日
歴

　

七
月
十
日
、
午
前
二
時
頃
、
簡
堂
は
小
室
大
日
堂
を
出
発
す
る
。
い
わ
ゆ
る
夜
行
登
山
で

あ
り
、
頭
上
に
星
が
瞬
く
様
子
が
記
さ
れ
る
。
道
中
、
三
合
目
の
小
屋
の
様
子
を
燕
の
巣
に

喩
え
て
い
る
。
そ
の
後
、
四
合
目
あ
た
り
で
空
が
白
み
、
六
合
目
で
日
の
出
を
迎
え
て
い
る
。

日
の
出
の
際
、
日
の
光
で
岩
の
色
が
変
化
す
る
様
子
を
讃
え
て
い
る
。

　

六
合
目
の
室
で
食
事
を
と
り
、
八
合
目
に
至
っ
て
宝
永
山
を
見
下
ろ
し
、
ま
る
で
耳
朶
の

よ
う
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
簡
堂
は
、
宝
永
の
噴
火
以
前
に
富
士
山
に
登
っ
た

太
宰
徳
夫
（
春
台
）
の
登
岳
記
（
13
）

で
、
こ
の
辺
り
に
周
辺
数
里
の
池
が
あ
り
、
そ
こ
に

は
■
魚
（
コ
ノ
シ
ロ
）
が
数
多
く
い
た
と
い
う
記
事
を
引
用
し
、
噴
火
前
に
は
そ
う
い
う
こ

と
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

　

九
合
目
で
は
、
西
風
に
よ
っ
て
雨
が
降
り
出
し
、
寒
さ
が
厳
し
く
な
っ
た
と
い
う
。
こ
こ

か
ら
山
頂
ま
で
の
数
町
は
極
め
て
険
し
か
っ
た
も
の
の
、
山
頂
の
大
日
祠
へ
と
た
ど
り
つ
く

こ
と
と
な
る
。

②
富
嶽
行
記

　

六
月
四
日
早
朝
、
徳
斎
一
行
は
小
屋
を
出
発
す
る
。
小
室
大
日
堂
か
ら
上
は
禿
山
で
、
そ

こ
か
ら
山
頂
ま
で
を
一
合
、
二
合
と
は
か
り
、
一
升
（
十
合
）
で
山
頂
に
出
る
と
記
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
小
室
大
日
堂
か
ら
下
の
木
立
は
神
の
地
で
あ
り
、
上
の
禿
山
を
仏
の
地
で
あ

る
と
述
べ
る
。

　

こ
の
小
室
大
日
堂
か
ら
し
ば
ら
く
の
区
間
に
つ
い
て
の
詳
細
な
記
載
は
見
ら
れ
ず
、
続
い

て
七
合
目
の
筋
岩
、
七
合
目
上
の
胸
突
坂
に
つ
い
て
記
さ
れ
る
。
胸
突
坂
の
辺
り
は
、「
人

間
業
の
登
ら
る
べ
き
地
」
で
あ
り
、
只
々
念
仏
の
声
を
力
に
登
っ
た
と
あ
る
。

　

こ
の
辺
り
か
ら
周
囲
を
眺
め
た
徳
斎
に
よ
る
と
、
南
は
伊
豆
、
右
（
西
）
は
三
保
の
松
原

か
ら
伊
勢
鳥
羽
、
左
（
東
）
は
芦
ノ
湖
か
ら
江
ノ
島
・
房
州
（
現
在
の
千
葉
県
）
の
あ
た
り

ま
で
見
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

・
山
頂
か
ら
下
山

①
東
游
日
歴

　

簡
堂
は
山
頂
に
到
着
す
る
と
、大
日
祠
の
前
の
石
室
で
宿
を
と
る
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
、

こ
こ
で
飲
ん
だ
酒
は
格
別
の
味
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

　

翌
七
月
一
一
日
、
簡
堂
は
室
を
早
く
に
出
て
、
頂
上
の
周
囲
を
見
て
回
っ
て
い
る
。
残
念

な
が
ら
、
こ
の
日
は
麓
に
は
布
の
よ
う
に
白
い
雲
が
か
か
っ
て
お
り
、
愛
鷹
山
や
天
城
山
の

峰
以
外
は
何
も
見
え
な
か
っ
た
と
い
う
が
、
山
の
人
の
話
と
し
て
、
天
気
が
良
け
れ
ば
、
筑

波
山
、
白
山
、
鳥
海
山
ま
で
見
え
る
と
記
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
室
か
ら
西
は
砂
地
で
、
そ
の
先
に
剣
ヶ
峰
が
あ
り
、
奥
の
院
を
臨
む
と
大
き
な
穴

が
空
い
て
い
る
と
記
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
穴
の
中
に
は
、
石
燕
が
多
く
い
て
、
低
い
声
で
鳴

い
て
い
る
と
い
う
。

　

そ
の
後
、
簡
堂
は
雷
岩
を
見
て
釈
迦
峯
か
ら
金
明
水
に
至
り
、
薬
師
峯
の
下
の
石
室
で
休

憩
し
、乾
飯
屑
を
食
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、十
時
頃
か
ら
、須
走
方
面
へ
と
下
り
始
め
て
い
る
。
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九
合
目
の
小
屋
は
参
詣
者
で
溢
れ
か
え
え
っ
て
お
り
、
皆
手
ぬ
ぐ
い
を
首
に
か
け
、
仏
名

を
唱
え
て
い
る
様
子
を
記
す
。
た
だ
し
簡
堂
は
、
そ
の
様
子
を
み
て
、
神
境
が
汚
さ
れ
て
い

る
と
感
じ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
八
合
目
ま
で
は
道
が
険
し
か
っ
た
も
の
の
、
八
合
目

か
ら
下
は
砂
道
で
、
一
歩
一
歩
が
大
き
く
、
あ
っ
と
い
う
間
に
六
合
目
へ
と
到
着
し
た
と
い

う
。
そ
の
後
、
坂
道
は
緩
や
か
に
な
り
、
一
合
目
の
小
屋
で
昼
食
を
取
っ
て
い
る
。
こ
こ
か

ら
須
走
の
西
寿
院
ま
で
の
間
は
、
木
の
枝
が
茂
り
、
ラ
ン
が
多
く
あ
り
、
小
さ
な
花
の
微
か

な
香
り
が
漂
っ
て
い
た
と
記
し
て
い
る
。

②
富
嶽
行
記

　

山
頂
へ
と
到
着
し
た
徳
斎
は
、
山
頂
の
様
子
を
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
ま
ず
、
山

頂
の
入
口
に
は
大
日
（
如
来
）
が
安
置
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
る
。
次
い
で
、
御
鉢
（
火
口
）

の
中
に
富
士
浅
間
が
鎮
座
し
て
お
り
、
火
口
の
周
囲
は
一
里
で
あ
る
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、

火
口
の
側
に
は
、
■
の
池
と
呼
ば
れ
る
湖
水
が
あ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
火
口

の
四
方
の
八
つ
の
峰
を
、「
八
辨
の
峯
」
と
す
る
。

　

こ
う
し
た
場
所
を
見
な
が
ら
、
湖
水
の
側
で
「
麗
し
き
白
石
と
焼
石
」
を
二
個
づ
つ
拾
っ

た
後
、下
山
の
途
に
つ
い
た
。
一
行
が
村
山
の
宿
坊
に
到
着
し
た
の
は
、夕
刻
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

　

な
お
、
徳
斎
は
下
山
の
途
中
に
、
枯
骨
（
死
人
の
朽
ち
果
て
た
骨
）
を
目
撃
し
、「
誠
に

此
山
上
恐
る
べ
き
山
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
強
力
の
話
と
し
て
、
吉
田
口
に
は
、

お
そ
ら
く
こ
う
し
た
遭
難
者
の
骨
を
集
め
た
「
千
人
塚
」、「
十
六
人
塚
」
な
る
も
の
が
あ
る

こ
と
を
記
し
て
い
る
。

・
下
山
後

①
東
游
日
歴

　

七
月
一
一
日
の
夕
刻
、
須
走
へ
と
下
山
し
た
簡
堂
は
、
翌
日
、
須
走
か
ら
茱
萸
沢
、
神
山

村
、
深
良
村
、
佐
野
を
経
て
三
嶋
宿
へ
と
入
る
。
翌
日
に
三
嶋
大
社
へ
参
拝
し
た
後
、
修
善

寺
へ
と
向
か
い
、
丸
三
日
間
修
善
寺
に
滞
在
し
温
泉
や
修
善
寺
の
僧
と
の
交
流
を
楽
し
ん
で

い
る
。

　

七
月
一
七
日
に
修
善
寺
を
発
っ
た
簡
堂
は
、
東
海
道
へ
入
り
、
一
九
日
に
駿
府
へ
と
戻
る

こ
と
と
な
る
。

②
富
嶽
行
記

　

六
月
四
日
の
夕
刻
に
村
山
へ
下
山
し
た
徳
斎
一
行
は
、
翌
日
、
村
山
か
ら
重
須
、
上
井
出

と
至
り
、白
糸
の
瀧
を
見
物
し
て
い
る
。
こ
こ
で
興
味
深
い
記
述
と
し
て
、上
井
出
で
出
会
っ

た
旅
人
か
ら
、
根
原
の
あ
た
り
で
狼
が
出
て
八
人
の
怪
我
人
が
出
た
こ
と
を
聞
き
、
一
行
が

怖
れ
て
い
る
と
い
う
一
説
が
見
ら
れ
る
。

　

白
糸
の
瀧
の
見
物
後
は
、
曽
我
兄
弟
の
史
跡
を
見
物
し
、
大
宮
へ
と
戻
っ
て
い
る
。
翌
日

は
、
大
宮
か
ら
久
沢
、
厚
原
を
へ
て
吉
原
へ
と
入
り
、
そ
の
後
は
基
本
的
に
は
東
海
道
を
進

み
、
江
戸
へ
と
向
か
う
。
そ
し
て
、
自
宅
へ
と
戻
っ
た
の
は
、
出
発
か
ら
一
九
日
目
の
六
月

一
二
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

　

こ
れ
ま
で
、
近
世
に
お
け
る
富
士
山
大
宮
・
村
山
口
登
山
道
の
利
用
し
た
富
士
登
山
の
記

録
と
し
て
は
、
前
掲
の
新
庄
道
雄
に
よ
る
『
駿
河
国
新
風
土
記
』
が
主
要
な
文
献
と
し
て
参

照
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
内
容
は
、
非
常
に
詳
細
で
あ
り
、
吉
田
口
や
須
走
口
と
比
べ
て
登
山

者
が
減
少
し
、
衰
退
し
つ
つ
あ
る
大
宮
・
村
山
口
登
山
道
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴

重
な
記
録
と
い
え
る
。
た
だ
し
、『
駿
河
国
新
風
土
記
』
以
外
の
記
録
に
つ
い
て
は
、
そ
の

存
在
も
あ
ま
り
知
ら
れ
ず
、
そ
れ
ほ
ど
詳
細
に
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
原
徳
斎
の
『
富
嶽
行
記
』
と
、
羽
倉
簡

堂
の
『
不
尽
嶽
志
』
内
の
「
東
游
日
歴
」
と
い
う
二
種
類
の
紀
行
文
に
取
集
さ
れ
た
富
士
登

山
の
記
録
は
、
新
庄
道
雄
の
富
士
登
山
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
記
録
で
あ
り
、『
駿
河
国
新
風
土

記
』
の
記
述
を
補
足
し
、
さ
ら
に
、
登
山
道
に
関
す
る
新
た
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
得
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

例
え
ば
、
新
庄
道
雄
は
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
の
村
山
に
は
、
民
家
が
二
軒
し
か
な

く
、
疲
弊
し
た
状
況
を
記
し
て
い
る
（
14
）

が
、
同
様
の
状
況
を
羽
倉
簡
堂
も
記
述
し
て
い
る
。

ま
た
、
原
徳
斎
も
吉
田
口
の
登
山
道
が
開
い
て
い
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
村
山
か
ら
の
登
山

道
の
手
入
れ
が
未
だ
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
状
況
を
記
し
て
お
り
、
村
山
の
衰
退
し
た
状
況
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を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
山
中
の
堂
舎
や
各
合
目
の
石
室
、
山
頂
の
様
子
に
対
す

る
記
述
も
、『
駿
河
国
新
風
土
記
』
の
内
容
を
補
足
し
、
よ
り
具
体
的
な
状
況
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
手
が
か
り
と
な
る
。

　

一
方
で
、『
駿
河
国
新
風
土
記
』
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
記
述
も
あ
る
。
例
え
ば
、
原

徳
斎
は
、
当
時
の
森
林
限
界
の
境
に
位
置
し
た
小
室
大
日
堂
よ
り
下
の
場
所
を
「
神
の
地
」、

小
室
大
日
堂
よ
り
上
の
場
所
を
「
仏
の
地
」
で
あ
る
と
記
述
し
て
い
る
。
こ
れ
は
大
宮
・
村

山
口
登
山
道
独
特
の
信
仰
観
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
原
徳
斎
が
強
力
の
話
と
し
て
取
り
上
げ
た
山
中
で
の
排
泄
の
作
法
に
つ
い
て
は
、

明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
に
須
走
口
か
ら
登
山
し
た
池
川
春
水
の
『
冨
士
日
記
』
の
中
に
も

同
様
の
記
述
が
見
ら
れ
る
（
15
）
。
こ
れ
は
、
い
ず
れ
の
登
山
道
に
お
い
て
も
、
山
中
を
み
だ

り
に
汚
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
認
識
が
共
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
一
つ
の
証
左
と
な
ろ

う
。

　

こ
う
し
た
点
か
ら
見
れ
ば
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
登
山
記
を
含
め
、
各
種
の
登
山
記
を
比

較
の
俎
上
に
載
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
各
登
山
の
独
自
性
を
知
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
各
登
山

道
で
共
通
す
る
近
世
富
士
登
山
の
習
俗
や
富
士
山
に
対
す
る
信
仰
観
を
見
出
す
こ
と
も
可
能

で
あ
ろ
う
。
ひ
い
て
は
、
信
仰
の
対
象
と
し
て
評
価
さ
れ
た
世
界
文
化
遺
産
・
富
士
山
の
普

遍
的
価
値
を
よ
り
高
め
る
こ
と
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

註（
１
）�

富
士
山
世
界
遺
産
登
録
推
進
両
県
合
同
会
議
編
『「
富
士
山-

信
仰
の
対
象
と
芸
術
の
源
泉
」
世
界
遺

産�

登
録
記
念
誌
』（
二
〇
一
四
）、「
吉
田
口
登
山
道
」
項
、「
須
走
口
登
山
道
」
項
参
照
。

（
２
）
註
１
前
掲
書
、「
須
山
口
登
山
道
」
項
、「
大
宮
・
村
山
口
登
山
道
」
項
参
照
。

（
３
）�『
国
史
体
系　

８　

本
朝
世
紀
』（
経
済
新
聞
社
、
一
九
〇
一
）、
久
安
五
年
四
月
一
六
日
条
、
同
年
五

月
一
三
日
条
。

（
４
）�

榎
本
千
賀
他
編
『
十
四
巻
本
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
（
上
）』（
三
弥
井
書
店
、二
〇
〇
二
）、「
日
金
山
地
蔵
事
」

参
照
。

（
５
）
新
庄
道
雄
『
駿
河
国
新
風
土
記
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
五
）、
九
一
一
頁
。

（
６
）
富
士
宮
市
教
育
委
員
会
『
村
山
浅
間
神
社
調
査
報
告
書
』（
二
〇
〇
五
）、
九
三
頁
。

（
７
）
註
５
前
掲
書
、
九
一
五
頁
。

（
８
）�

本
庄
宗
秀
の
富
士
登
山
に
つ
い
て
は
、
富
士
宮
市
教
育
委
員
会
編
『
袖
日
記
（
五
番
・
六
番
）』

（
一
九
九
八
）、
ラ
ザ
フ
ォ
ー
ド
・
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
一
行
の
富
士
登
山
に
つ
い
て
は
、
ラ
ザ
フ
ォ
ー
ド
・

オ
ー
ル
コ
ッ
ク
著
・
山
本
秀
峰
訳
『
富
士
登
山
と
熱
海
の
硫
黄
温
泉
訪
問　

１
８
６
０
年
日
本
内
地

の
旅
行
記
録
』（
露
蘭
堂
、
二
〇
一
〇
）、
Ｅ
．
Ｂ
．
ド
・
フ
ォ
ン
ブ
ラ
ン
ク
著
・
宮
永
孝
訳
『
東
西

交
流
叢
書
１
３　

馬
を
買
い
に
来
た
男　

イ
ギ
リ
ス
陸
軍
将
校
の
幕
末
日
本
日
記
』（
雄
松
堂
書
店
、

二
〇
一
〇
）
等
に
詳
し
い
。

（
９
）
静
岡
新
聞
社
出
版
局
編
『
静
岡
県
歴
史
人
物
事
典
』（
静
岡
新
聞
社
、一
九
九
一
）、「
羽
倉
簡
堂
」
項
参
照
。

（
10
）

（
11
）

（
12
）�

富
士
宮
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
富
士
宮
市
史
（
上
巻
）』（
富
士
宮
市
、
一
九
七
一
）、
八
〇
八-

八
一
三
頁

（
13
）�

中
山
薫
氏
が
、『
桜
苑
文
集
』第
一
三
二
号（
二
〇
一
三
年
）に
お
い
て
、太
宰
春
台
の
登
山
記
で
あ
る「
登

富
嶽
紀
事
」
を
意
訳
し
て
い
る
。

（
14
）
註
５
前
掲
書
、
九
一
五
頁
。

（
15
）�

竹
内
利
美
・
森
嘉
兵
衛
・
宮
本
常
一
編
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
第
三
巻
（
三
一
書
房
、

一
九
六
九
）、
三
七
七
頁
。

(10)



紀　要

70

(11)

東
游
日
歴
意
訳

東
游
日
歴

文
政
一
〇
年
（
一
八
二
七
）
七
月
七
日
、
前
の
夜
は
雨
が
降
り
そ
う
で
曇
っ
て
い
た
が
、
朝

は
晴
れ
て
い
た
。
駿
府
城
を
出
る
と
、
八
峯
（
富
士
山
）
が
正
面
に
見
え
た
。
こ
れ
か
ら
神

の
い
る
山
の
麓
に
向
か
う
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
下
吉
田
（
現
在
の
草
薙
周
辺
か
）
で
休
憩
を

と
っ
た
。
こ
の
間
の
道
は
よ
く
知
っ
て
い
る
の
で
、
詳
し
く
は
記
さ
な
い
。
昼
頃
、
薩
埵
嶺

（
薩
埵
峠
）
に
到
着
し
た
。
そ
こ
か
ら
海
面
を
眺
め
る
と
、
遠
く
ま
で
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
漁
船
が
行
き
来
し
て
お
り
、
楫
（
舵
）
の
痕
が
見
え
た
。
嶺
の
東
に
あ
る
望
岳
亭
で

焼
い
た
鰒
（
ア
ワ
ビ
）
を
食
べ
た
が
、
す
こ
ぶ
る
良
い
味
で
あ
っ
た
。
午
後
二
時
頃
、
蒲
原

に
到
着
し
た
。
蒲
原
で
は
山
部
赤
人
の
祠
を
訪
ね
た
。
蒲
原
以
東
の
海
岸
線
は
古
く
か
ら
田

子
の
浦
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
こ
は
、
赤
人
が
富
士
山
を
詠
ん
だ
場
所
で
あ
る
。
祠
は
素
朴

で
、
岳
神
を
配
し
て
、
和
歌
宮
の
号
が
あ
っ
た
が
、
今
は
誤
っ
て
若
宮
と
さ
れ
て
い
る
。
午

後
四
時
頃
、
富
士
川
を
渡
り
、
左
に
折
れ
た
。
し
ば
ら
く
進
む
と
岩
本
村
に
到
着
し
た
。
そ

こ
は
一
〇
〇
戸
ほ
ど
の
村
で
あ
っ
た
。

官
道
と
は
か
な
り
異
な
る
道
を
二
里
ほ
ど
進
む
と
大
宮
に
到
着
し
た
。
富
士
山
の
麓
で
賑
わ

い
、
肥
沃
な
場
所
の
た
め
、
商
い
が
盛
ん
な
場
所
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
駿
州
と
甲
州
の
互

い
の
市
場
が
あ
る
の
も
頷
け
る
。
機
山
氏
が
駿
河
に
入
り
、
真
田
喜
平
が
言
う
に
は
、
大
宮

に
住
む
富
士
氏
の
本
姓
は
和
爾
部
氏
で
二
七
代
に
わ
た
り
こ
の
地
で
富
士
廟
（
富
士
山
本
宮

浅
間
大
社
）
の
神
官
を
勤
め
て
い
る
こ
と
か
ら
富
士
氏
と
呼
ば
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
池

は
す
こ
ぶ
る
美
し
い
。

八
日
の
早
朝
、
岳
廟
（
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
）
に
参
拝
し
た
。
廟
の
後
ろ
は
深
い
森
で
、

四
角
の
池
が
あ
っ
た
。
そ
の
池
は
澄
み
渡
っ
て
い
た
。
深
さ
は
三
、四
尺
（
約
九
〇
か
ら

一
二
〇
セ
ン
チ
）
で
、
登
山
者
は
こ
の
池
の
中
で
水
を
浴
び
る
。
こ
れ
を
垢
離
と
い
う
。
つ

ま
り
塵
や
垢
を
落
と
す
事
で
あ
る
。
池
は
南
方
に
流
れ
て
お
り
、
神
幸
橋
と
い
う
橋
が
か
け

ら
れ
て
い
た
。
橋
の
下
に
は
、鰧
魚
（
魚
種
は
不
明
）
が
た
く
さ
ん
い
た
。
社
殿
の
北
に
は
、

周
囲
七
弓
（
約
一
七
メ
ー
ト
ル
）
に
も
い
た
る
老
い
た
杉
が
あ
り
、
そ
の
中
の
ウ
ロ
に
は
蛇

が
た
く
さ
ん
い
た
。『
甲
陽
軍
艦
』
に
は
煙
を
吐
く
老
杉
が
あ
る
と
記
さ
れ
る
が
、
ま
さ
に

こ
の
木
で
あ
る
。

東游日歴 -1

東游日歴 -2
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こ
こ
か
ら
右
に
折
れ
て
北
に
進
み
、
雙
山
風
穴
（
万
野
風
穴
か
）
を
訪
ね
た
。
穴
の
中
に
は

水
が
あ
り
、
数
十
歩
入
る
と
、
風
気
は
甚
だ
冷
た
か
っ
た
。
自
分
は
目
を
患
っ
て
い
る
の
で
、

灯
の
煙
に
耐
え
ら
れ
ず
、
穴
の
外
に
で
た
。
穴
の
外
は
高
原
で
、
万
野
原
と
い
う
。
こ
こ
は
、

天
正
年
間
織
田
公
が
甲
州
の
南
か
ら
下
っ
て
き
て
、
兵
士
に
試
馬
を
命
じ
た
所
で
あ
る
。
ま

た
、
備
前
渠
と
い
う
渠
（
堀
）
の
跡
が
あ
っ
た
。
こ
こ
は
、
伊
奈
備
前
（
伊
奈
忠
次
）
が
水

を
引
い
て
開
墾
し
よ
う
と
し
た
が
叶
わ
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
こ
か
ら
西
北
に
進
み
、
大
石

寺
に
至
っ
た
。
一
四
弓
（
約
三
〇
メ
ー
ト
ル
）
四
方
の
宝
殿
で
、
金
碧
に
光
輝
い
て
い
た
。

こ
れ
以
外
に
も
影
寝
（
御
影
堂
か
）、
輪
蔵
（
経
蔵
）、
鼓
楼
、
鐘
楼
な
ど
建
物
は
十
七
院
に

及
ぶ
。
ま
た
、
五
層
の
浮
図
（
仏
塔
）
が
あ
り
、
彫
刻
は
目
が
く
ら
む
ほ
ど
で
あ
る
。
細
か

な
傷
が
あ
る
も
の
の
、
非
常
に
技
術
が
高
い
。
こ
の
西
に
は
、
日
興
（
大
石
寺
の
開
基
）
が

説
法
し
た
場
と
さ
れ
る
説
法
石
が
あ
る
。
富
士
山
の
西
に
は
北
山
本
門
寺
、
西
山
本
門
寺
、

久
遠
寺
、
妙
蓮
寺
、
大
石
寺
の
五
寺
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
皆
富
を
積
み
、
日
蓮
の
教
え
を
奉
っ

て
い
る
。
ま
た
、
北
へ
二
里
ほ
ど
進
み
、
上
井
出
で
瀑
布
（
白
糸
の
滝
）
を
見
た
。

滝
は
楓
や
藤
に
よ
っ
て
遮
ら
れ
て
い
た
た
め
、
そ
の
美
し
さ
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

小
道
に
従
っ
て
数
十
歩
進
み
、
瀑
流
を
正
面
か
ら
み
た
。
そ
の
状
態
は
鶏
の
羽
の
よ
う
で
、

水
が
左
右
か
ら
流
れ
落
ち
、
飛
沫
が
跳
ね
て
い
た
。
崖
の
色
は
鉄
の
よ
う
で
、
水
の
流
れ
は

速
く
石
は
痩
せ
て
い
る
。
ま
た
竹
は
皆
硬
い
。
そ
の
様
子
は
清
ら
か
で
あ
る
。
上
井
出
村
に

戻
っ
て
食
事
を
と
っ
た
。
村
で
は
滝
の
図
を
売
っ
て
い
た
。
こ
の
図
は
、『
平
安
人
物
志
』

に
登
場
す
る
画
家
、
盧
州
（
長
沢
盧
州
）
が
描
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
実
物
を
見
て
か
ら
で

は
嘘
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
帰
る
途
中
、
狩
宿
村
に
立
ち
寄
っ
て
源
公
（
源
頼
朝
）
の
営

跡
を
尋
ね
た
。
そ
こ
は
六
〇
弓
（
約
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
）
四
方
の
広
さ
で
あ
り
、民
家
が
あ
っ

た
。
そ
の
東
が
建
久
四
年
五
月
一
六
日
に
源
公
が
狩
を
お
こ
な
っ
た
場
所
で
あ
る
。
こ
こ
に

は
、
下
馬
桜
と
い
う
桜
の
老
樹
が
あ
り
、
ま
た
曽
我
兄
弟
の
祠
、
曽
我
十
郎
祐
成
の
妾
で
あ

る
阿
虎
（
虎
御
前
）
の
祠
が
あ
る
。
祠
の
周
囲
は
荒
涼
と
し
て
お
り
、秋
風
が
吹
い
て
い
た
。

午
後
四
時
頃
、
大
宮
に
戻
る
と
、
富
士
氏
が
池
亭
で
宴
を
催
し
て
く
れ
た
。
空
は
晴
れ
渡
っ

て
お
り
、
池
に
月
が
写
っ
て
お
り
、
魚
が
飛
び
跳
ね
る
音
を
聞
い
た
。

(12)
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九
日
、
和
爾
部
氏
に
別
れ
を
告
げ
て
、
廟
の
側
か
ら
登
り
始
め
た
。
一
歩
一
歩
進
み
、
村
山

村
へ
と
至
っ
た
。
村
の
戸
数
は
三
、四
戸
で
凋
落
が
甚
だ
し
か
っ
た
。
村
山
の
大
鏡
坊
で
休

息
を
と
り
、
こ
こ
か
ら
上
に
住
ん
で
い
る
人
は
い
な
い
の
で
、
人
を
雇
っ
た
。
進
み
は
じ
め

る
と
竹
林
が
あ
り
、数
百
歩
進
む
と
再
び
広
野
に
出
た
。
こ
の
辺
り
で
急
に
雲
が
出
て
き
て
、

周
り
が
見
え
な
く
な
り
、
只
々
薩
埵
嶺
や
富
士
川
を
思
い
出
し
て
歩
い
た
。
二
里
ほ
ど
進
む

と
林
の
中
に
入
っ
た
。
こ
の
辺
り
は
公
林
で
あ
る
。
馬
返
し
に
至
る
と
傍
に
婦
女
の
登
山
を

禁
じ
る
札
が
あ
っ
た
。
馬
返
し
の
空
室
に
入
り
、
芝
に
火
を
つ
け
て
食
事
を
取
ろ
う
と
す
る

と
、
雨
が
降
っ
て
き
た
。
食
事
が
終
わ
る
頃
に
は
雨
が
止
ん
で
い
た
。
こ
こ
よ
り
道
は
ま
す

ま
す
険
し
く
な
り
、
樹
木
は
ま
す
ま
す
鬱
蒼
と
し
て
き
た
。
こ
の
辺
り
の
木
は
良
材
で
は
あ

る
が
、
道
が
険
し
い
た
め
、
運
搬
は
不
便
で
あ
ろ
う
。
再
び
雨
が
降
っ
て
き
て
、
猴
鼯
（
サ

ル
や
ム
サ
サ
ビ
）
の
声
を
聞
い
た
。

二
里
ほ
ど
進
む
と
笹
垢
離
に
至
る
。
こ
こ
に
は
役
行
者
の
祠
が
あ
る
。
時
が
経
ち
、
う
と
う

と
と
眠
く
な
っ
て
き
た
。
ま
た
半
里
ほ
ど
で
一
ノ
木
戸
に
到
着
し
た
。
こ
こ
が
一
合
目
で
あ

り
、
山
頂
ま
で
の
一
五
三
町
（
約
一
六
・
七
㎞
）
ま
で
は
一
〇
合
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
各

合
目
に
室
が
あ
る
。
時
は
す
で
に
午
後
四
時
頃
で
、
宿
を
と
る
時
間
で
あ
っ
た
。
周
囲
は
薄

暮
で
濃
霧
が
四
方
に
立
ち
込
め
て
い
た
。
こ
の
日
、
室
の
中
は
客
が
多
く
、
自
分
は
少
し
上

の
大
日
堂
で
宿
を
と
っ
た
。
大
日
堂
の
中
に
は
燈
が
一
つ
だ
け
か
け
ら
れ
て
お
り
、
仏
像
が

三
体
祀
ら
れ
て
い
た
。

十
日
、午
前
二
時
頃
か
ら
松
明
に
火
を
つ
け
て
登
り
始
め
た
。
坂
は
ま
す
ま
す
険
し
く
な
り
、

半
里
ほ
ど
進
む
と
竹
が
出
始
め
た
。
空
に
は
星
が
輝
い
て
い
た
。
三
合
目
に
は
石
室
が
あ
り
、

そ
れ
は
燕
の
巣
の
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
。
こ
れ
よ
り
上
は
山
の
岩
石
が
露
出
し
て
お
り
、

そ
れ
を
掴
み
な
が
ら
道
を
進
ん
だ
。
四
合
目
あ
た
り
で
山
頂
が
白
く
な
り
始
め
、
五
合
目
で

あ
た
り
を
見
回
す
と
青
々
と
し
て
広
々
と
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
宝
永
山
を
横
に
見
る
こ
と

が
で
き
た
。
こ
こ
で
室
に
入
っ
て
少
し
休
ん
だ
。
六
合
目
で
日
の
出
を
迎
え
た
。
日
の
光
は

煌
々
昱
々
と
し
て
お
り
、
紫
碧
に
変
化
す
る
様
は
非
常
に
美
し
か
っ
た
。
室
の
中
で
食
事
を

と
り
、
八
合
目
に
至
る
と
宝
永
山
が
下
に
見
え
た
。
宝
永
山
は
耳
た
ぶ
の
よ
う
に
聳
え
て
い

た
。
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そ
の
穴
は
削
ら
れ
た
よ
う
に
く
ぼ
ん
で
い
る
。
太
宰
徳
夫
（
春
台
）
の
登
岳
記
に
よ
れ
ば
、

周
辺
数
里
の
池
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
■
魚
（
コ
ノ
シ
ロ
）
が
多
く
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
徳
夫
の
登
山
は
噴
火
前
の
こ
と
で
あ
り
、
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
も

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
九
合
目
で
は
、
西
風
に
よ
っ
て
雨
が
降
り
出
し
、
寒
さ
が
こ
と

さ
ら
厳
し
く
な
っ
た
。
こ
こ
か
ら
の
数
町
は
極
め
て
厳
し
く
、
這
い
つ
く
ば
っ
て
進
ん
で
遂

に
大
日
の
祠
の
下
に
出
た
。
祠
の
前
に
は
石
室
が
二
軒
あ
り
、
雨
が
ひ
ど
か
っ
た
た
め
、
こ

こ
で
宿
を
と
っ
た
。
こ
こ
で
飲
ん
だ
酒
は
非
常
に
美
味
し
か
っ
た
。
頂
上
で
は
ど
ん
な
食
べ

物
も
味
が
な
く
、
た
だ
酒
だ
け
あ
れ
ば
良
い
。
燭
に
火
を
つ
け
る
と
雨
が
止
ん
だ
。
こ
の
日

は
西
風
が
激
し
く
、
糸
鬢
が
顔
を
傷
つ
け
た
。

十
一
日
、
石
室
を
早
く
出
て
み
る
と
、
室
の
庇
に
氷
笋
（
水
の
滴
り
が
凍
っ
た
も
の
）
が
つ

い
て
い
た
。
こ
の
日
の
空
は
わ
ず
か
な
く
も
り
も
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
麓
に
は
布
の
よ
う

な
雲
が
白
い
畳
の
よ
う
に
か
か
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
愛
鷹
山
や
天
城
連
山
の
峰
々
以
外

に
は
何
も
見
え
な
か
っ
た
。
山
の
人
が
言
う
に
は
、
天
気
が
澄
み
渡
っ
て
い
れ
ば
、
近
く
の

山
は
無
論
の
こ
と
、
諸
山
が
見
え
る
と
い
う
。

曰
く
、
筑
波
山
、
晄
山
、
白
山
、
鳥
海
山
な
ど
が
見
え
る
と
い
う
。
ま
た
そ
の
人
が
言
う
に

は
、
月
の
終
わ
り
で
も
西
方
に
月
が
見
え
る
と
い
う
（
本
来
な
ら
ば
新
月
で
見
え
な
い
が
、

富
士
山
頂
か
ら
は
見
え
る
と
い
う
こ
と
か
）。
自
分
が
泊
ま
っ
た
室
か
ら
西
は
砂
地
で
、
そ

の
上
に
剣
ヶ
峰
が
あ
る
。
奥
の
院
を
臨
む
と
石
燕
が
多
く
お
り
、
低
い
声
で
鳴
い
て
い
た
。

か
つ
て
、
京
の
人
で
あ
る
高
孺
皮
（
高
芙
蓉
）
が
こ
こ
で
、
富
岻
山
樵
の
印
を
刻
ん
だ
と
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
が
、
珍
し
い
人
で
あ
る
。
雷
岩
を
見
て
、
釈
迦
嶽
か
ら
金
明
水
に
至
り
、

薬
師
嶽
の
下
の
石
室
で
休
憩
し
、
乾
飯
屑
（
干
し
た
米
を
砕
い
た
も
の
か
）
を
食
べ
た
。
午

前
一
〇
時
頃
、
祠
の
西
か
ら
下
山
を
始
め
た
が
、
登
山
の
時
に
苦
労
し
た
大
日
祠
の
下
と
同

じ
よ
う
に
、道
は
険
し
か
っ
た
。
九
合
目
の
室
の
中
は
香
客
（
参
詣
者
）
で
一
杯
で
あ
っ
た
。

皆
手
拭
を
首
に
か
け
、
仏
名
を
唱
え
て
い
る
。
そ
の
様
子
は
神
境
が
汚
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

嘆
か
わ
し
い
。
八
合
目
で
道
が
別
れ
、
そ
こ
か
ら
下
は
砂
道
で
あ
っ
た
。
一
歩
一
歩
が
大
き

く
、
あ
っ
と
い
う
間
に
六
合
目
に
つ
い
た
。
坂
道
は
よ
う
や
く
な
だ
ら
か
に
な
り
、
綿
入
れ

を
脱
い
だ
。
一
合
目
に
は
小
屋
が
あ
り
、中
に
は
胡
床
（
床
几
）
が
八
、九
個
置
か
れ
て
お
り
、

そ
こ
に
座
っ
て
昼
食
を
と
っ
た
。
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路
傍
の
木
の
枝
は
茂
り
、
桂
蘭
や
石
斛
（
い
ず
れ
も
ラ
ン
の
一
種
）
が
多
く
あ
り
、
小
さ
な

花
の
微
か
な
香
り
が
漂
っ
て
い
た
。
ま
た
、
古
い
苔
が
あ
り
、
山
の
人
が
言
う
に
は
、
晩
秋

に
な
る
と
霧
が
氷
に
な
っ
て
苔
に
付
き
、
太
陽
の
光
を
写
し
て
火
の
玉
の
よ
う
に
な
る
と
言

う
。
山
の
風
が
吹
き
渡
る
と
、
■
然
な
る
音
（
サ
ラ
サ
ラ
と
美
し
く
聞
こ
え
る
音
）
が
響
い

た
。
そ
こ
か
ら
一
里
ほ
ど
下
る
と
、
馬
返
し
に
つ
い
た
。
こ
の
辺
り
は
、
広
々
と
し
て
い
る
。

ま
た
二
里
ほ
ど
で
、
須
走
の
西
寿
院
に
到
着
し
た
。
こ
の
日
は
寒
気
が
し
た
の
で
、
桂
枝
に

附
子
を
加
え
た
薬
を
服
用
し
た
。

十
二
日
、早
く
に
出
発
を
し
て
、茱
萸
沢
か
ら
神
山
村
へ
と
向
か
っ
た
。
渓
谷
に
は
飛
橋
（
吊

橋
の
こ
と
か
）
が
架
け
ら
れ
て
お
り
、橋
と
水
面
と
の
距
離
は
七
、八
弓
（
約
一
七
メ
ー
ト
ル
）

ほ
ど
あ
っ
た
。
似
た
よ
う
な
橋
に
猿
橋
が
あ
る
。
こ
の
間
に
、
地
中
か
ら
得
ら
れ
た
杉
を
み

た
。
鋸
で
板
に
す
る
と
微
か
に
香
る
と
い
う
。
い
わ
ゆ
る
神
代
杉
で
あ
る
。
深
良
村
で
昼
食

を
食
べ
る
と
、
曇
っ
て
き
て
遠
く
で
雷
の
音
が
聞
こ
え
た
。
暑
さ
が
甚
だ
し
く
、
佐
野
を
経

て
三
嶋
宿
へ
と
入
っ
た
。
夜
は
雨
で
あ
っ
た
。

十
三
日
、
早
く
に
出
発
し
て
三
嶋
廟
（
三
嶋
大
社
）
を
見
た
後
、
沸
泉
（
柿
田
川
湧
水
群
か
）

に
向
か
っ
た
。
雨
の
あ
と
で
、
水
が
勢
い
よ
く
湧
い
て
い
た
。
大
庭
村
を
へ
て
、
韮
山
を
治

め
て
い
る
江
氏
（
江
川
氏
）
を
訪
ね
た
。
江
川
氏
は
天
下
家
の
こ
と
を
よ
く
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
江
川
氏
は
こ
の
地
に
九
〇
〇
年
以
上
住
ん
で
い
る
。
ま
た
、
今
、
治
め
て
い
る
人
（
江

川
英
毅
か
）
は
一
路
福
星
（
全
て
の
人
に
と
っ
て
の
幸
福
の
星
）
で
あ
る
と
も
称
さ
れ
て
い

る
。
江
川
氏
は
自
分
に
韮
山
竹
を
一
本
贈
っ
て
く
れ
た
。
そ
の
輝
き
は
尋
常
で
は
な
か
っ
た
。

こ
の
竹
に
は
韮
山
の
二
字
が
入
っ
て
い
る
。
豊
公
（
豊
臣
秀
吉
）
に
よ
る
北
条
攻
め
の
際
、

茶
博
士
の
利
休
が
こ
の
竹
で
茶
道
具
を
作
っ
た
と
い
う
。
午
後
二
時
頃
、
江
川
氏
に
別
れ
を

告
げ
て
北
條
村
に
向
か
っ
た
。
こ
こ
は
昔
北
条
氏
が
治
め
て
い
た
と
こ
ろ
で
、
源
二
位
（
源

頼
朝
）
が
流
さ
れ
て
い
た
場
所
で
あ
る
。
狩
野
川
を
渡
る
所
の
水
上
に
あ
る
石
山
は
水
晶
山

と
呼
ば
れ
て
お
り
、
水
晶
が
多
く
と
れ
る
。
薄
暮
の
頃
、
修
善
寺
の
湯
場
に
到
着
し
た
。
渓

流
の
両
側
に
桂
が
あ
る
と
こ
ろ
で
、
渓
流
は
澄
ん
で
い
て
少
し
礦
気
が
し
た
。
湯
の
主
は
東

井
氏
で
二
回
湯
に
入
っ
た
。

十
四
日
、
湯
の
西
の
修
善
寺
の
雅
潔
と
い
う
僧
房
を
訪
ね
た
。
こ
こ
に
は
古
色
蒼
然
と
し
た

鐘
が
あ
っ
た
。
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應
永
一
八
年
（
一
四
一
一
）
に
鋳
造
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。
か
つ
て
、
こ
こ
に
は
宋
版
の

一
切
経
が
あ
っ
た
が
今
は
な
い
。
昔
、
明
の
僧
で
あ
る
心
越
が
こ
の
寺
を
訪
れ
た
際
に
、
景

色
が
中
国
の
廬
山
に
似
て
い
る
と
言
っ
た
こ
と
か
ら
、
肖
廬
山
と
い
う
山
号
を
有
し
て
い

る
。
ま
た
、
こ
の
地
は
源
頼
家
が
暗
殺
さ
れ
た
場
所
で
あ
り
、
渓
流
の
東
に
あ
る
杉
林
の
中

に
は
そ
の
墓
が
あ
る
。
こ
の
日
は
四
回
湯
に
入
っ
た
。

十
五
日
、
午
後
二
時
頃
雷
雨
が
あ
り
、
滞
っ
て
い
た
熱
気
を
一
掃
し
て
く
れ
て
甚
だ
心
地
よ

く
な
っ
た
。
独
鈷
の
湯
に
入
っ
た
。
独
鈷
の
湯
は
渓
流
の
中
央
に
あ
り
、
湯
を
溜
め
る
た
め

に
岩
が
削
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
風
景
は
も
っ
と
も
綺
麗
で
あ
っ
た
。
天
気
は
曇
っ
て
い
た
。

こ
の
日
は
独
鈷
の
湯
も
い
れ
て
五
回
湯
に
入
っ
た
。

十
六
日
、
渓
流
の
傍
を
下
の
方
に
百
歩
ほ
ど
進
む
と
、
小
沢
が
あ
っ
た
。
沢
に
は
养
石
が
た

く
さ
ん
あ
っ
た
。
小
さ
い
魚
は
ま
る
で
植
え
た
ば
か
り
の
稲
の
苗
の
よ
う
で
、
数
多
く
群
れ

て
い
た
。
そ
の
上
に
は
、
紫
陽
花
が
満
開
で
あ
っ
た
。
沢
は
青
々
と
澄
ん
で
い
て
、
網
を
入

れ
た
が
一
匹
も
取
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
鰮
（
イ
ワ
シ
）
の
よ
う
な
も
の
が
数
尾
取
れ
て
、

塩
で
炙
っ
て
柚
汁
と
と
も
に
食
べ
た
。

そ
の
味
は
格
別
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
は
四
回
湯
に
入
っ
た
。
五
回
目
の
湯
の
際
に
渓
流
の
音

に
驚
い
た
。
灯
芯
の
燃
え
さ
し
の
先
の
塊
が
突
然
爆
竹
の
よ
う
な
音
を
出
し
た
の
で
あ
る
。

十
七
日
、
午
後
、
修
善
寺
を
出
発
し
、
古
那
で
宿
を
と
っ
た
。
古
那
に
も
温
泉
が
あ
る
。
夜

は
豹
脚
（
藪
蚊
）
に
苦
し
ん
だ
。

十
八
日
、
雨
の
中
、
早
く
に
出
発
し
、
狩
江
か
ら
西
に
進
ん
だ
。
浜
辺
の
木
々
が
ぼ
ん
や
り

と
見
え
て
、
元
の
人
が
描
い
た
水
墨
画
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
二
里
ほ
ど
黄
瀬
川
に
沿
っ
て
北

に
進
む
と
沼
津
城
に
到
着
し
た
。
城
か
ら
離
れ
る
と
鷹
山
（
愛
鷹
山
か
）
が
見
え
た
。
昼
食

は
原
宿
の
植
松
氏
で
食
べ
た
。
植
松
氏
は
種
樹
（
色
々
な
樹
木
を
売
っ
た
り
、
果
樹
の
接
木

を
す
る
こ
と
）を
世
業
と
し
、珍
し
い
花
々
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
あ
る
時
、シ
ー
ボ
ル
ト（
文

政
六
年
に
訪
日
、
植
松
氏
の
庭
園
・
帯
笑
園
を
訪
れ
た
記
録
が
残
る
）
が
植
松
氏
が
育
て
て

い
る
白
い
芍
薬
の
花
を
見
て
、
絶
景
で
あ
る
と
い
い
、
か
つ
て
ロ
シ
ア
で
見
た
こ
と
が
あ
る

と
言
っ
た
と
い
う
。
続
い
て
松
蔭
寺
に
向
か
い
、
白
隠
禅
師
の
御
影
堂
を
見
た
。
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禅
師
は
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
に
亡
く
な
り
、
神
機
獨
妙
禅
師
の
諡
を
賜
っ
て
い
る
。
神

彩
の
ご
と
く
生
き
て
、
そ
の
名
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
柏
原
に
向
か
う
と
、
村
の
右
に
は

須
津
湖
と
呼
ば
れ
る
沮
沢
が
あ
る
。
こ
れ
は
富
士
八
海
の
一
つ
で
あ
る
。
須
津
湖
か
ら
流
れ

る
沼
川
は
雄
度
港
（
吉
原
湊
）
に
注
ぎ
込
み
、
た
く
さ
ん
の
鰡
魚
（
ボ
ラ
）
が
い
た
。
午
後

四
時
頃
、
吉
原
宿
へ
と
到
着
し
た
。

十
九
日
、
早
く
出
発
し
、
駕
籠
の
中
か
ら
八
峯
（
富
士
山
）
を
眺
め
た
。
駿
河
の
こ
と
わ
ざ

に
「
不
一
登
不
盡
癡
再
登
亦
癡
（
富
士
に
一
度
も
登
ら
ぬ
馬
鹿
、
二
度
登
る
馬
鹿
）」
と
い

う
も
の
が
あ
る
が
、
登
っ
て
み
る
こ
と
は
お
か
し
な
こ
と
で
は
な
い
。
遠
方
か
ら
そ
の
美
し

さ
を
み
る
こ
と
だ
け
で
は
つ
ま
ら
な
い
。
昼
食
は
薩
埵
嶺
の
望
岳
亭
で
食
べ
、
午
後
二
時
頃

清
見
寺
の
關
瑞
和
尚
を
訪
ね
た
。
烈
祖
（
大
き
な
功
績
の
あ
る
先
祖
）
は
轎
（
駕
籠
）
を
利

用
し
た
。
自
分
は
甚
だ
素
朴
で
あ
る
。
宋
の
高
祖
（
劉
裕
）
の
こ
と
を
覚
え
て
お
り
、
思
わ

ず
感
涙
し
た
。
江
尻
を
出
る
と
、
松
の
向
こ
う
に
日
が
落
ち
て
い
っ
た
。
戸
家
の
柳
齋
が
迎

え
に
来
て
く
れ
て
、
下
吉
田
で
休
憩
を
と
っ
た
。
す
っ
か
り
日
が
暮
れ
た
頃
、
燭
を
並
べ
た

府
舎
へ
と
帰
り
着
い
た
。

富
嶽
行
記
読
み
下
し
文
（
富
士
山
周
辺
部
分
の
抜
粋
）

○
六
月
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
程
七
里

大
宮　

村
山　

冨
士
山
木
戸
室　
　
　
　
　

寓
宿　

室
之
小
屋

け
ふ
は
主
人
の
世
話
に
て
当
所
大
宮
の
富
士
宿
坊
に
て
切
手
を
取
り

旦
は
案
内
の
男
■
（
抹
消
）
を
雇
い
山
路
を
越
え
漸
く
村
山
に
来
た
る　

此
地
に

き
た
宿
坊
な
る
大
鏡
坊
と
云
う
坊
に
着
く　

さ
て
院
の
主
人
に
登
山
の
事
を

談
じ
た
り
し
て
院
主
云
く
此
節
北
口
な
ら
ば
裏
山
に
て
登
山
の
人

あ
る
や
し
ら
ず　

此
口
は
表
山
に
路
険
し
く
ま
た
山
も
い
ま
だ
若
け
れ
ば

い
ま
だ
当
年
登
山
の
者
な
し　

路
も
去
年
の
ま
ま
に
て
両
三
日
も
過
ぎ
な
は

山
路
伐
り
造
る
事
な
れ
ば　

登
山
苦
し
か
ら
ざ
れ
と
も　

今
に
て
は
我
等
壱
人

に
て
は
許
し
が
た
し　

同
役
な
ど
問
い
合
わ
せ
申
さ
ん
と
て
彼
此
手
間
取
り

漸
く
し
て
云
い
よ
う
は　

何
れ
強
力
を
指
図
し
て
参
ら
づ
す
し　

登
る
た
け
ば

□
□
□
べ
し　

且
つ
此
口
登
山
は
各
方
初
め
て
の
踏
分
け
先
達
な
れ
ば
随
分

真
心
慎
み
給
え
と
な
り
け
れ
ば
家
兄
琴
鳥
園
同
伴
山
楓
子
な
ら
び
に

予
男
子
共
に
三
人
此
地
に
て
垢
離
伐
と
り
母
公
を
当
院
に
残
し
置
く　

さ
て

案
内
を
頼
み
午
飯
を
過
ぎ
て
登
山
に
志
す　

そ
も
そ
も
冨
士
山
は
此
地
よ
り

根
廻
り
五
里
の
間
は
樹
木
生
い
茂
り
其
の
路
に
札
打
横
根
権
現
坂

長
坂
中
宮
八
幡
宮
御
馬
返
し
女
人
堂
新
小
屋
大
も
み
笹

垢
離
不
動
尊
小
室
大
日
と
登
り　

当
大
日
の
宮
下
に
小
家
あ
り

是
に
て
日
は
暮
れ
一
宿
す　

此
処
麓
よ
り
五
里
の
境
際
に
て
誠
に

樹
木
生
い
茂
り
て
深
山
と
云
う
も
お
ろ
か
な
り　

此
に
参
る
人
に
は
吾
等
三
人

外
に
雇
い
た
る
強
力
男
壱
人
す
べ
て
四
人
の
外
更
に
人
な
し　

終
夜

強
力
男
共
側
の
枯
木
を
拾
い
集
め
て
窯
炉
に
焚
き
た
る　

そ
の
側
に

何
れ
も
跪
居
し
て
徹
夜
す
る
の
み　

其
の
寒
涼
殆
ど
十
一
月
頃
の

気
候
□
と
も
謂
う
べ
し　

夜
中
若
し
両
便
の
催
し
あ
る
時
分
家
外
に
て

空
地
に
出
た
る　

懐
中
紙
を
地
に
敷
き
た
る　

其
の
上
に
用
を
な
す　

直
に

東游日歴 -13
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地
上
を
汚
す
こ
と
を
忌
む　

此
等
皆
強
力
の
差
図
な
り　

且
つ
亦
時
と
し
て

怪
し
き
こ
と
も
ま
し
な
る
と
ぞ　

所
謂
鼻
高
様
の
多
き
場
な
り
と
も
彼
の
者
云
う

さ
も
あ
り
ぬ
べ
し　

さ
て
母
公
は
男
勝
り
の
気
質
に
て
是
迄
神
社
佛

閣
名
所
旧
跡
遊
歴
の
場
近
く
必
ず
至
り
窮
め
て
楽
し
み
せ
る　

な
れ
ど

此
富
士
ば
か
り
古
し
よ
り
庚
申
の
年
な
ら
で
は
夫
人
登
山
叶
い
が
た
し

さ
れ
ど
も
努
め
て
女
人
堂
一
見
せ
ん
な
り
と
の
望
み　

母
公
に
は

駕
籠
を
雇
い
て
伴
い
来
た
り
是
よ
り
例
の
坊
に
返
し
た
り

○	

六
月
四
日
晴
夕
方
雨

山
路
は
す
べ
て
陰
晴
ば
か
り
が
た
し　

況
や
此
富
（
士
）
山
は
別
名
に
三
国
之
秀

た
る
名
山
な
れ
ど
比
類
な
き
高
山
な
れ
ば
陰
晴
瞬
息
の
間
に
替
わ
る

事
常
な
り　

幸
い
今
朝
は
晴
渡
り
た
れ
ば
何
れ
も
奇
異
に
勝
□
つ

速
に
小
屋
を
立
ち
出
で
た
る　

此
よ
り
汀
（
頂
）
上
の
大
日
如
来
堂
あ
り
て
此
よ
り

山
頭
ま
で
禿
山
と
な
り
其
の
間
ま
に
一
合
弐
合
を
以
っ
て
斗
る　

壱
升

旦
に
て
山
上
に
至
る
事
な
り　

皆
砂
石
碌
々
た
り　

此
木
立
の
処
よ
り
下
は

神
の
地
に
て
木
立
よ
り
上
禿
山
の
場
は
佛
地
也
と
ぞ　

七
合
目
に
筋

岩
と
云
う
あ
り　

七
合
目
の
上
に
胸
突
坂
と
云
う
な
り　

其
の
辺
り
中
を
以
っ
て

人
間
業
の
登
ら
る
べ
き
地
な
ら
ば
只
々
念
佛
の
声
を
力
に
登
り

得
る
の
み　

此
辺
よ
り
南
方
を
見
下
ろ
せ
ば
伊
豆
の
出
鼻　

右
は
三
穂
の

出
洲
よ
り
伊
勢
鳥
羽
の
辺
り　

左
は
箱
根
の
湖
よ
り
江
の
嶋
房
州

の
辺
り
ま
で
足
下
に
連
れ
り　

実
に
天
上
よ
り
見
る
ご
と
し　

四
方
の
山
々

を
踵
□
□
は
此
地
な
り　

さ
て
最
上
頭
に
登
り
得
れ
ば
入
口
に
大
日
を
安

置
せ
り　

山
上
に
は
大
洞
あ
り　

御
鉢
と
云
う　

此
洞
中
冨
士
浅
間
鎮
座
と

云
う　

此
洞
の
廻
り
壱
里
あ
り
と
ぞ　

其
の
側
に
湖
水
あ
り　

鱅
の
池
と
い
う
な
り

洞
の
四
方
の
は
ず
れ
に
八
つ
の
峯
あ
り　

所
謂
八
辨
の
峯
な
り　

処
々
を

目
撃
し
湖
水
の
側
に
て
麗
し
き
白
石
并
焼
石
各
二
箇
を
拾
い
給
い
得
て

夕
刻
宿
坊
へ
下
り
来
た
る　

誠
に
珍
し
き
快
晴
な
り
し
が　

木
立
の
辺
り
へ

帰
り
来
た
る
時
少
雨
粛
々
と
降
り
来
た
り
た
り　

此
外
記
載
す
べ
き
事
件
多
く

あ
れ
ど
も
筆
廻
ら
ず　

殊
に
山
霊
の
恐
れ
あ
れ
ば
詳
に
記
さ
ず

誠
に
此
山
上
恐
る
べ
き
山
に
て
帰
途
の
砌
枯
骨
処
に
あ
る　

裏
口
に
は

猶
さ
ら
千
人
塚
又
十
六
人
塚
等
あ
り
と
ぞ　

強
力
の
物
語
な
り　

予
等
は

上
下
一
つ
道
に
て
見
ざ
る
な
り　

此
山
は
人
皇
七
代
孝
霊
天
皇
五
年

に
出
現
し
近
江
湖
水
同
時
に
開
く
と
云
い
伝
う　

唐
土
は
東
国
の
末
世

秦
始
皇
の
創
業
の
始
に
当
れ
り　

山
神
は
女
神
に
て
木
華

開
耶
姫
な
り　

即
ち
大
山
祇
神
の
二
女
な
り
と
云
う

○	

六
月
五
日
晴　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
程
六
里
余

　

村
山　

ヲ
モ
ス
（
重
須
）　

上
井
出　

下
山　

大
宮　
　
　

旅
舎　

松
葉
屋

今
日
は
母
公
を
伴
い
責
め
て
此
ま
で
参
り
申
す
験
に
冨
士
の
人
穴
の
古
跡
を

一
見
ま
い
ら
せ
ん
と　

駕
籠
を
頼
み
し
に
籃
輿
や
む
こ
と
な
し　

案
内
者
を

雇
い
た
る
処
行
違
い
に
て
両
人
来
た
り
し
か
は
此
幸
い
に
て　

と
あ
る
籃
輿

を
借
受
け
宿
院
の
恵
な
り　

此
に
て
立
出
て
宮
内
村
よ
り
ヲ
モ
ス
に

出
る
処
本
門
寺
と
云
う
法
華
寺
に
参
詣
す　

と
て
冨
（
士
）
山
の
裾
に
五
ヶ
所

の
法
華
寺
あ
り　

此
其
の
一
な
り　

尤
も
大
院
な
り　

少
し
行
け
ば
甲
州
郡
内

路
に
出
る　

上
井
出
の
前
に
至
れ
ば
往
来
の
旅
人
専
ら
噂
あ
り
て

云
い
よ
う　

人
穴
の
先
根
原
の
辺
り
に
狼
出
る　

八
人
の
怪
我
あ
り
し
と
の

事　

も
し
ま
た
な
し
至
る
事
底
三
昧
悪
敷
是
も
神
の
告
げ
に
も
あ
り

な
る
か
と
至
ら
ず
止
み
ぬ　

此
辺
り
白
糸
の
瀧
あ
り　

一
見
す
べ
し
と　

た
だ

人
穴
を
見
ざ
る
は
遺
念
な
り　

さ
て
白
糸
の
瀧
を
一
見
せ
し
に
誠
に
奇

景
の
絶
勝
な
り　

凡
瀧
幅
弐
三
拾
間
に
も
見
え
尤
薄
く
落
る

瀧
壺
は
あ
ま
り
深
か
ら
ず　

中
に
は
細
流
あ
り
大
流
あ
り　

左
右
の
巌

岸
の
上
よ
り
一
面
に
藤
の
蔓
伸
ば
す
る
あ
り　

花
盛
り
の
頃
は
別
而
奇
観

な
ら
ん
と
思
い
る　

此
瀧
鎌
倉
頼
朝
の
吟
詠
も
あ
る
よ
し
い
ま
だ
聞
き

予
も
感
興
の
あ
ま
り
嗚
呼
か
ま
し
く
も
一
詠
を
吐
出
す

(18)
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ま
こ
と
な
き
な
が
め
を
こ
こ
に
す
る
が
な
る
ふ
じ
の
吹
雪
の
白
糸
の
瀧

さ
て
上
井
出
の
宿
は
づ
れ
此
瀧
に
来
る
路
傍
に
一
つ
の
塚
あ
り　

其
の
上
に

ほ
ふ
の
木
一
株
あ
り　

下
に
工
藤
左
右
衛
門
尉
祐
経
塚
と
記
な
り　

是

な
ん
古
昔
工
藤
を
葬
り
申
す
処
な
り
と
ぞ　

ま
た
上
井
出
の
下
面
に
入
り
て
一

弐
丁
程
に
て
狩
宿
村
と
云
う
な
り　

此
に
下
馬
桜
と
云
う
古
木
の
桜
あ
り

此
地
古
昔
右
府
の
狩
場
な
り
と
ぞ　

桜
木
の
前
に
百
姓
あ
り　

井
出

傳
右
衞
門
と
云
う　

是
昔
し
狩
場
の
大
屋
役
を
勤
め
し
家
な
り
と
ぞ

夫
よ
り
中
井
出
に
出
る
な
り　

下
山
の
宿
亭
よ
り
大
宮
に
来
り
先
日

一
泊
せ
し
松
葉
屋
某
の
亭
に
着
く

○
六
月
六
日　

東
海
道
宿　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
程
七
里
余

　
　

大
宮　
　
　

吉
原　
　
　

原　
　

沼
津　
　
　

旅
舎
あ
ら
井
屋

　

け
ふ
は
大
宮
を
出
て
吉
原
に
出
る　

半
途
に
て
久
澤
と
云
う
処
に
夫
婦
石

　

と
云
う
あ
り　

縁
結
び
の
神
な
り　

其
の
地
を
過
ぎ
て
阿
つ
原
（
厚
原
）
と
云
う
処
に

　

右
傍
の
竹
木
の
下
に
碑
石
あ
り　

時
宗
念
力
水
と
記
す
め
る
な
り

　

由
縁
也
と
里
人
に
問
う
て
此
地
こ
そ
時
宗
刑
せ
ら
る
場
な
れ
と
ぞ

　

其
の
時
に
此
水
を
飲
み
し
と
ぞ　

誠
に
昔
を
偲
び
憐
を
催
し
候
也

　

少
し
下
り
来
れ
ば
曽
我
八
幡
宮
と
云
う
古
社
あ
り　

宿
院
に
□

　

至
れ
ば
□
多
の
遺
物
を
見
ゆ
ぬ　

頼
朝
よ
り
時
宗
に
給
り
し

　

状
あ
り　

又
時
宗
夜
打
の
前
夜
辞
世
の
肉
筆
一
幅
ま
た
妓
女

　

虎
女
の
持
し
八
角
の
鏡
一
面
等
あ
り　

右
等
見
し　

さ
て
少
し

　

来
れ
ば
右
の
方
に
曽
我
寺
と
云
う
碑
あ
り　

入
る
事
弐
丁
余
に
て

　

寂
を
粛
々
た
る
荒
寺
あ
り　

門
内
に
圍
（
か
こ
い
）
あ
り
其
中
に
二
基
の

　

五
輪
塔
あ
り　

こ
れ
即
五
郎
十
郎
兄
弟
の
墓
な
り　

前
に
は
二
基

　

の
燈
籠
あ
り　

此
を
距
り
て
山
に
傍
い
□　

吉
原
宿
に
出
れ
ば

　

是
東
海
道
驛
次
に
て
予
往
年
母
公
并
に
元
橋
氏
ま
た
此
度

　

同
伴
の
小
嶋
氏
山
楓
子
を
物
□
を
頼
み　

大
和
廻
り
の
折
□
往
還
せ

　

し
地
に
て
あ
ら
ま
し
は
其
時
の
紀
行
西
遊
□
□
に
載
れ
ば
今
さ
ら
記
す

　

処
も
な
し　

夕
刻
沼
津
の
旅
亭
に
着
く　

当
所
に
水
野
候
の

　

城
下
□
あ
り
て　

夕
め
し
を
と
も
魚
肉
多
く
相
用
い
調
理
も
よ
く

　

少
し
は
今
迄
の
不
自
由
も
少
し
は
忘
れ
ぬ
し
か　

近
隣
娼
婦
の

　

騒
ぎ
是
旅
中
一
睡
の
妨
げ　

ま
た
閑
遊
の
幽
情
を
し
て

　

俗
塵
に
纏
は
し
む
る
は
恨
な
れ
さ
わ
い
か
ん　

是
も
ま
た
一
興
な
ら
ん
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